
SDGｓ未来都市に選定された宗像市と福津市では、持続可能な社会の実現に向け、「ふむふむSDGsプロジェクト」と題して、人材育成
事業を展開します。その第1弾として、宗像市と福津市の中学生を対象にプレゼンテーション研修を実施します。
１日目にプレゼンテーションの基礎を学び、グループで英語のプレゼンテーションを作成。２日目には、海外に住む審査員に対してオンライン
でプレゼンテーションをし、審査員が住んでみたいと思ったまちを選んでもらいます。
中学生のみなさん！この夏、楽しいアン先生と一緒に、一生使えるプレゼンテーションスキルを身に付けませんか？

北九州市立大学准教授

アン・クレシーニ 先生

グローバルアリーナ
（宗像市吉留４６－１）

宗像市在住の中学生15名
（申し込み多数の場合抽選）

講師

対象

場所

参加費無料！

【 申 込 〆 切 】

7月30日(金)

みんな元気？
プレゼンテーションについて学ぶ研修をするよ！しかも英語で！英語は好き？嫌い？？
どっちでも大丈夫！大事なのは、伝えたいと思う気持ちと少しのテクニックなんだ！
私がみんなにしっかり教えるから、安心して！
今回は、私の故郷アメリカ、それからオーストラリア、マレーシア、イギリス、韓国に住んでいる人たちにオンラインで
みんなの住むまちの良さを紹介してみるよ！
わたしも、みんなもだいすきな宗像を一緒に世界の人たちに伝えようよ！みんなに会えるのを楽しみにしてるばいっ！

宗像市子ども育成課（グローバル人材育成係）
☎ 0940-36-1214
✉ k-ikusei@city.munakata.fukuoka.jp

https://thinkactionresearch.co.jp/
fumufumu_sdgs/product/emigration/

申込み
詳細はこちら

問い合わせ

日

時

英語でプレゼンしてみよう！

2021年



What are we doing? プログラムの内容

Who is Anne? アン先生の紹介

感染症対策を徹底します

アン・クレシーニ准教授

出 身： アメリカ バージニア州

仕 事： 北九州市立大 准教授

日 本 歴： ２１年

好きな食物： きんぴらごぼう

好きな言葉： 夏季休暇

Anne Crescini

１９９７年に来日し、現在は北九州市立大の准教授として和製英語を専門に研究している。同大学で18年間、コミュニ

ケーション、プレゼンテーション、ライティングのクラスを教えており、現在は写真家の夫と3人の子どもと共に宗像市に住んでいる。

研究と並行して、バイリンガルブロガー、スピーカー、テレビコメンテーターなど、多岐にわたる活動を行っている。彼女のバイリン

ガルブログ 「アンちゃんから見るニッポン」（https://ameblo.jp/annechan521/）では、21年間の日本での経験から、

英単語を組み合わせた日本独特の外来語「和製英語」や、日米で異なる文化・習慣に関する記事を掲載している。

また、西日本新聞での連載記事「アンちゃんの日本GO!」や、YouTubeの「アンちゃんのことばカフェ」も人気で、多くの方に

親しまれている。

著書に『バリバリウケる！ジャパングリッシュ』『ペットボトルは英語じゃないって知っとうと!?』がある。

８月２１日（土）９：００～１７：００

 プレゼンテーションの基礎を学ぶ
 グループでプレゼンテーション準備
 プレ発表会

８月２２日（日）9：００～１５：００

 プレゼンテーション見直し、練習
 オンラインで各国の審査員に対しプレゼンテーションを発表

審査員（アメリカ、オーストラリア、マレーシア、イギリス、韓国在住）

DAY １

DAY ２
Hi!

https://thinkactionresearch.co.jp/
fumufumu_sdgs/product/emigration/

申込みは、ホームページにて 【問い合わせ】

宗像市子ども育成課（グローバル人材育成係）

☎ 0940-36-1214
✉ k-ikusei@city.munakata.fukuoka.jp

「SDGｓ未来都市」に選定された、宗像市と福津市は、

持続可能な社会の創り手を育成するため「ふむふむSDGｓプロ

ジェクト」と題し、４つの共同事業を展開します。

詳しい内容は、ホームページでご確認ください！

第１弾（８月） ：海外からの移住プロジェクト

第２弾（９月） ：１００年後の世界遺産プロジェクト

第３弾（１０月）：未来の働き方ワークショップ

第４弾（１月） ：特別講演会

 会場入り口での検温および消毒を行います。

 プログラム中は、定期的な消毒・換気を行います。

 参加者および関係者のマスク着用を徹底します。

 広い会場を使用することで、参加者同士の距離を保ちます。

 実施日の２週間前から、実施日までの期間中に発熱など
があった場合、また同居する家族などに感染者が出た場合
は、参加をご遠慮いただく場合があります。

！

＃子どもの学びを止めない


